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令和７年度鳥取県立図書館特別資料展 

「戦後８０年 県民の継承のいとなみ ―戦争体験の想起とこれからの伝承―」について 
 

令和７年８月４日 
 図 書 館 

 

今年度は戦後８０年を迎えることから、戦争の記憶を次世代に伝えることをテーマとした特別資料展
「戦後８０年 県民の継承のいとなみ―戦争体験の想起とこれからの伝承―」を開催します。 

１ 会期 
令和７年８月１３日(水)から９月２３日(火祝)まで 
休館日 ８月１４日(木)、８月３１日(日)、９月１１日(木) 
開館時間【火～金】午前９時から午後７時まで【土･日･月･祝日】午前９時から午後５時まで 

２ 会場 
鳥取県立図書館２階 特別資料展示室 

３ 主催 
鳥取県立図書館 

 
＜概要＞ 
１ 趣旨 

戦後８０年を迎え、戦争体験者の高齢化が進む今、戦争を語り継いでいくことの重要性が改めて問わ
れています。 
本資料展では、新聞資料や体験談等の文集・記録をはじめとした地域資料等から体験者の記憶をたど

り、戦争の記憶とこれからの伝承活動の営みを発信します。 
２ 展示内容 

以下の４つの構成から、日本が関わった戦争について理解を深めるとともに、戦争を体験していない
世代が取り組む戦争体験の伝承活動を紹介し、これからの伝承について考える機会となる内容としてい
ます。 
(１)「戦争」とはなんだろう？ 
(２) 県民が体験した戦争 ―体験者の数だけ異なる戦争の姿― 
(３) これまでの継承のいとなみ ―記録化と物語― 
(４) これからの伝承 ―世代を超えた記憶のつながり― 

 
＜主な展示品＞ 
・ 水木しげる氏の直筆原稿（県立図書館蔵） 

「中央公論９月号」（昭和４８年 中央公論社発行）に掲載されている「娘よ、あれがラバウルの灯
（ともしび）だ」の直筆原稿。校正の過程が見られる貴重な資料。（購入した資料） 
・ 紙芝居「大山口列車空襲」（２０１３年制作／大山町立図書館蔵） 

２０１３年に大山町立中山小学校６年生が先生と制作。 
体験者の過酷な体験を学び、子どもたちが紙芝居として制作したものであり、大山口列車空襲を後世

に伝える貴重な取組。 
・ 日本赤十字社鳥取県支部の救護班に関する資料（日本赤十字社鳥取県支部蔵） 

原爆投下直後に鳥取県から救護班として広島市に入って行った看護活動を当時の写真や文書等の資料
により紹介。 
・ 鳥取県の学徒勤労動員に関する資料 

学徒勤労動員に出発する際に撮影した写真（鳥取敬愛高等学校蔵）や、鳥取敬愛高等学校社会部がま
とめた学徒動員日記の研究等を紹介。   
・ 伝承絵画「原爆の絵」（広島平和記念資料館蔵） 

伝承活動のモデル事例として広島市立基町（もとまち）高等学校の生徒と証言者等が共同で被爆者の
記憶に残る光景を「原爆の絵」として制作する取組を絵画（複製）により紹介。 
 
＜その他＞ 
本資料展は､６月議会で知事が答弁した「８月１３日をスタートに戦後８０年の節目にもう一度､平和の

尊さを考える取組」のひとつであり､併せて､当館１階閲覧室でも関連図書等の展示を行います｡ 






